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巻頭言　書物を手にとる 大学図書館長　田和　正孝
第25回 大学図書館学術資料講演会要旨
　13世紀後半 北フランス制作『ラテン語ウルガータ訳聖書写本』
　─中世フランスの掌中の聖書─
 実践女子大学教授　駒田　亜紀子
ボードレール全集の初版本を関学図書館で手に取る喜び　
 文学部教授　水野　尚
教員らいぶらりぃエッセイ（vol.1）
　「本と私」 総合政策学部教授　宮川　雅允
私の電子情報活用事例（vol.7）
　Early English Books Online
　─大学にいながら初期近代英国のRare Booksが閲覧・入手可能に　
 文学部教授　竹山　友子
第18回　J.C.C. Newton賞
　最優秀賞受賞作「盗まれた傘」 法学部2年　松本　佳之
図書館こぼれ話（13）
　駆け出し図書館員が思うこと　 大学図書館利用サービス課　茅野　桃華
大学図書館分室の紹介
　「こんにちは！西宮聖和キャンパス図書館です。」
 西宮聖和キャンパス図書館
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書物を手にとる
　自分はフィールドワーカーのはしくれだと思っている。これまで国内外の小規模な漁
村で資源利用に関わる調査を続けてきた。そして、フィールドで得た様々な学びを学生
に伝えてきた。時には実際に使われた漁具や加工品を教室に持参することもあるし、そ
うした映像をスクリーンに大きく映し出すことも多い。それが地域の物質文化を醸し出
す大切なスキルだと考えてきたからである。
　昨秋、大学図書館の学術資料講演会に西洋美術史をご専門とされる駒田亜紀子氏をお
招きして、本学が入手した 13 世紀後半に北フランスにて制作された聖書写本の魅力を話
していただいた。先生は、最初の映像資料に大きさの異なる 4 冊の書物を提示され、さ
てどれが大きいか、サイズ比べを聞き手に問われた。さらに続く何枚もの書物の映像資
料には必ずスケールが添えられていた。
　講演会終了後、資料とスケールの話題になった。駒田さんいわく、日々の指導の中で
スライドに映し出す資料について学生たちにはその大きさを正確に理解させたいこと、
それでもわからないから、人は実物に出会いたくなることを強調された。お話に大いに
納得し、他方で自身の資料提示の不注意さを恥じる思いであった。
　今、図書資料はネットを通じていくらでも検索が可能だ。幸い本学図書館はほぼ開架
式となっている。私たちは請求記号を調べ、書物を求めて書架へと足を踏み入れる。目
当ての本を見つけるのに時間はかからない。その時、少し立ち止まって、並んだ書物を
共に眺めるのはいかがであろう。様々な版、分厚さ、色、背文字、ことば。時にはそれ
らを手にとって質感を知ることも重要だ。褪せた具合や紙の匂いを感じられるかもしれ
ない。ひと並びの書物は様々な表情を示しながら、多くの問いを必ず投げかけてくるは
ずである。
大学図書館長　田和　正孝
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